
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 サロゲートを用いた農産物中残留農薬スクリーニング分析の検討（第 2報）

発表学会名 平成２６年度 地方衛生研究所東海北陸支部 衛生化学部会 

発表者名 酒井 康行（保健衛生部） 

開催場所 富山電気ビルディング 

発表日時 平成２７年２月５日（木）～６日（金） 

発表内容 昨年に続けて、GC/MS/MS データベースを用いた残留農薬スクリーニン

グ分析の有用性について評価した。ばれいしょ、キャベツ、ほうれんそう、

玄米、いんげん、オレンジおよびトマトから通知法に準じて抽出・精製し

た溶液に試料中濃度で 20ng/g となるよう PL2005 農薬混合標準液Ⅰ～Ⅵ、

７を添加したマトリックス標準溶液（313 項目）について、1 日 1 回（2

併行）を 2 日間測定した。得られた測定値から真度および室内精度を算出

し、任意に設定した基準（真度 50～200%以内、精度 30%以下）を満たす

項目数を調査した。 

基準を満たした項目数は、品目別ではそれぞれ、ほうれんそう 243 項目、

ばれいしょ 270 項目、キャベツ 266 項目、玄米 267 項目、いんげん 252

項目、オレンジ 270 項目、トマト 276 項目であったが、品目共通としては

224 項目であった。このことから、224 項目については品目に限らず全て

の検体で信頼性のある半定量が可能であると判断した。また、不可能と判

断された 89 項目のうち 61 項目については品目を限定することで信頼性の

ある半定量が可能であると考えられた。 

本スクリーニング法は、危機管理時における速やかな原因物質の特定や

モニタリング調査等に活用したいと考えている。 

 


